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【パターンⅠ】土堤を津波が越流したことにより破堤に至ったもの

①津波が河道を遡上

②津波が堤防を越流、堤防の裏法尻を洗掘

③堤防の決壊

被災例：新北上川（右岸約4k～5k）

（「第1回北上川等堤防復旧技術検討会」資料より引用）

河川を遡上した津波が堤防を越流。裏法尻から洗掘が進行し、最終的に堤防の決壊に至った。
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【パターンⅡ】土堤を津波が越流したものの破堤には至らなかったもの

①津波が河道を遡上
堤内地にも海岸からの津波が到達

（または、堤防から越流した水が短時間で堤内地側で貯まる）

②津波が堤防を越流

被災例：新北上川（左岸約2k～4k）

河川を遡上した津波が堤防を越流。堤内地の湛水がウォータークッションの効果を発揮し、堤体
を浸食したものの破堤には至らなかった。
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堤内地の水がウォータークッションの役割を果たす

北上川

北上川

（国総研資料より引用）
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③表面のコンクリートが崩れ、土堤部が浸
食された

①津波が河道を遡上

②津波が堤防を越流、パラペットを倒し、堤
防の裏法尻を洗掘

【パターンⅢ】特殊堤（パラペット堤）を津波が越流し被災したもの

被災例：阿武隈川（右岸約0km）

（「第1回北上川等堤防復旧技術検討会」資料より引用）

河川を遡上した津波がパラペットを押し倒し越流。裏法尻から洗掘が進行し、堤防の断面が大
きく欠損した。
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【パターンⅣ】自立式特殊堤を津波が越流し被災したもの

①津波が河道を遡上

②津波が堤防を越流、堤防の裏法尻を洗掘

③自立している部分を残して盛土堤部が流失
（自立部の流出に至った例もあり）

被災例：鳴瀬川（右岸約0km）

（「第1回北上川等堤防復旧技術検討会」資料より引用）
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河川を遡上した津波が堤防を越流。川裏側の盛土部の裏法尻から洗堀が進行、流出した。
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【パターンⅤ】津波の遡上の流れによって堤体が浸食されたもの

①津波が堤防に沿って遡上（引き波の影響
もあり）する際、堤防法尻を洗掘する

②堤防は大きく洗掘され不安定な状況になる

被災例：新北上川（左岸約2km）

北上川

堤内側のり面の侵食

北上川

川側のり面の侵食

堤防に沿って遡上する津波の流水が堤防を洗掘した。
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(国総研資料より引用）
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新北上川の津波による堤防の被災状況

（国総研作成資料を加筆修正（空中写真は国土地理院HPから引用））

（別紙１）
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阿武隈川の津波による堤防の被災状況

（別紙２）
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（国総研作成資料を加筆修正（空中写真は国土地理院HPから引用））



鳴瀬川の津波による堤防の被災状況

（別紙３）
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（国総研作成資料を加筆修正（空中写真は国土地理院HPから引用））


